
 

国立循環器病研究センター 

放射線科 
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実習概要 

実習コース 

２週間コース・４週間コースどちらも可 

概要 

国立循環器病研究センターは2019年7月JR岸辺駅直結の新病院へ移転し、放射線部では、心疾

患、血管疾患、脳神経疾患の画像診断に加え、先端機器をもちいた高度な画像診断法の開発や診

断、治療技術・手法の臨床応用研究に取り組んでいます。導入機器はCT：320列Area detector 

CT1台および256列の最新鋭のCT2台の計3台、MRI：３T MRI4台とほぼフルラインナップとい

えます。また核医学検査についても最新型半導体PET2台、半導体SPECT、SPECT CTを備えてお

り、これらを用いて循環器疾患の核医学診断。近隣病院と連携したPET診断を行っています。 

またカテーテル室9室、ハイブリ

ッド手術室4室を備え、放射線部に

おいては担当診療科と協調しながら

肺動脈バルーン形成術、大動脈ステ

ントグラフト内挿術、末梢血管内治

療、周産期緊急カテーテル治療を行

っています。また放射線専門医修練

機関（修-176）であり、研修プログ

ラムとして神戸大学、近畿大学の研

修プログラムに属しており、大阪

府、兵庫県における専門医取得のた



めのプログラム参加が可能です。また日本IVR学会の専門医修練機関、日本核医学会専門医教育病

院の認定も受けています。 

本実習コース画像診断として各種放射線機器を用いた診断、画像解析術を修練し、同時に近年

注目される人工知能を用いた画像解析、画像再構成、データ解析などを学ぶ。IVRとしては主治医

団、放射線部カテーテル治療チームとともに放射線部医師の行うIVRを修練します。 

実習スケジュール（2週間コース、4週間コースともに内容は共通） 

高度の診療技術と画像処理・解析技術、カテーテル手技の実習が中心となります。 

1. 虚血性心疾患のCT／MRI診断 

2. 先天性心疾患のCT／MRI診断 

3. 心筋疾患のCT／MRI診断 

4. CT／MRIによる心機能診断 

5. 大動脈・肺動脈・末梢血管疾患のCT／MRI 

6. 脳血管障害のCT／MRI診断 

7. 大動脈ステントグラフト内挿術、 

8. 肺動脈形成術、末梢血管拡張・形成術、 

9. 動脈瘤塞栓術、緊急塞栓術、 

10. 循環器疾患のSPECT／PET診断循環器 

11. 核医学検査における画像処理・定量解析技術 

12. 機械学習などを用いた画像解析 

 

  



学生へのメッセージ 

・放射線科医師だけでなく、協調している循環器内科（心臓血管内科）、心臓血管外科、脳神経内

科、外科、産婦人科医とも診断治療を通して、交流、実習できます。他職種チーム医療の醍醐味を堪能

してください。 

・放射線機器については常に機能が最

新化されるプログラムを導入しています

ので、循環器疾患の放射線診断、IVRだ

けでなく人工知能など最新でホットな話

題に触れながらの実習が可能です。 

・放射線技師とも協調が良好であり、

日々充実して過ごせると確信しています。放射線診断学、IVRを志す方の進路相談にも親身になって乗

ってくれます。是非ナショナルセンターでの実習を考えてみてください。 

                                                                                                                                                                                                                                    


